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実生法によるチューリツプの育種学的研究

（亙）一 花色の色彩学的採色調査

樋　浦 巌　（青種学研究室）

　　　　　　　　　　　噛Iwao　HIURA

Stud1es　on　the　Tu1⊥p　Breedmg　by　the　Seed，1ing　lMlethod

　（皿）一1TheOoユo・CouectionsbyPsyco－Physic・ユ亙e曲od

　　　　　　　　　　on　Tu1ip　F工ower　Parts

　　　　　　　　まえがき

　著者等は195ろ年以来主表題に関し成熟開花可能期にあ

るものと，実生或はJu▽en11e　Ph鯛eにあるものとの二部

面にわけ夫々につき研究をす㌧めている。本研究は前者

に関連するものである。

　観賞用花斉であるチユーリツプに於てその花色の重要

性については他言を要しない。しかるにこの花色に関す

る研究は化挙的方面の仕事のみは旺に行われているが，

それら研究が実際園芸或は育種に応用されるには未だ程

遠いものが感ぜられる。そして幾千とある品種の花色表

現は相変らず各人の主観に左右され易い呼称に終始して

いる。しかるにこの花色の分類表現に関する間題は単に

実際栽培上のみならず，育種に当つても重要である。著

者等は1953年以来こ一の問題解睨の基礎的研究として花色
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　（3）
の調査を続けて来た。そしてその一部は1954．1955隼に既

に報告したが，こ㌧に報告するものは近隼その学問的領
　　　　　　　　　　（1，4，鳥）
域をひろめて来た色彩学の知識を利用して行つた花色調

査とその育種学的思義についての検討とである。

　　　　　　　　調査材料

　195ろ隼以来本学圃場に於て栽培されている品種一百数

十種について調査した。これら品種は戦後新にオランダ

より輸入されたものを主とし，輸出用種球の性格をもつ

て予め選ばれた関係から赤色系の品種のしめる割合多く

その大半以上をしめ，残りに白・黄色系及び僅かにその

他の色系統を合むと云う構成を有するものである。栽培

は本学で定めた標準栽培方法に従つて毎隼行われた。

　　　　　　調査方法（操色方法）

　　　　　　　　　※
　開花当日の花を外弁と内弁とを区別して採り室内に於
　　　　　　　　　　　　　（5，6）
て一定光線条件下で肉眼採色し色度記号（表1，2，3）によ

る記載を行つた。調査項目はタト弁・内弁各々につき更に

内側の色（雄・雌芯に面した色）とタト側の色とを区別し茅‘

　　　　　　　　　　（7）
先ず色面積の大なる地色につき，ついで模様色。更に花

弁底斑紋及び花糸色，菊色につき調査を行つた。表現方法

として花弁底斑紋（図2）については既報のものに従つた、

　　　　　第1表色相名及びその出現頻度

色相
番号
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竃　6
。／l

／
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。／；l
／
1
。

鰹　14

／15

0／；1

嚢　18

。／ll

ほ
⑧　23

色　相　名

むらさきみあか

あか

きみあか

あかみだいだい
テごし、テごし、

きみだいだい
きテごし、ナごし、

あかみき

き

みどりみき

きみどり

きみみどり

みどり

あおみみどり

あおみどり

みどりみあお

あお

むらさきみあお

あおむ一らさき

あおみむらさき

むらさき

むらさき

あかみむらさき

あかむらさき

英　　　　名

Purp工ishRed

Red－

YeI1owish　王己ed．

lRedd．ish　O脇nge

Orange

Yeuowish　Orange

Yeuow　Orange
Bed．dish　Yeuow

Ye11ow

Greenish　Ye11ow

Ye11ow　Green

Ye1Iowish　Green

Green

B1uishG・reen

BIue　C｝reen

Greenish　B工ue

B1ue
Purpエエsh　B1ue

B1ue　二PurpIe

B1uishPu・pユe

Pu・p1e（Vio1et）

P肚p工e

Reddish　Purp1e

王己ed　王）urp1e

註：○＝主要色相，に中間色相
　　※二模様色としてのみ存在

記
号

pR
R
yB
rO

O
yO

YO
rY

Y
gY

YG
yG
G
bG
BG
glB

B
plB

BP
bP

P
P
rP

RP

出　現
晶種数

55

60

12

5
※

※

12

60

1
1
5

※形態学上花弁と云う表現は適当でなく，叉外弁は花弁とは云えないが優宜上この表現方法に従つた◎
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第1図分類色名の明度彩度区分

ユight　C

d．eeP　C

pa1e　C

du11C gray－

ish　O

dark　C

OW
1igh危

OGr

OGr

dark
．OG・・

OB

W
GrW
1ight

Gr

Gr

dark
申

G・rB

童

高苧度1中彩度1低彩度1無

　　註：O：色相（標準色）

　　　　W：白色

　　　　G・r：灰色或灰色の

　　　　B：黒色

第2表分類色名並びに固有色名とその出現頻度

分類色名　　　固有 色名 観察された

素統

lPurpIe

　〃

　〃

　〃

Red
lPurp1e

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

lRed

〃

〃

〃

〃

〃

区分1和名 英名1色度記号

　1－p

1－rP

　〃

pa－P

1－RP

　〃
　豆P
de－RP

　〃
pa－RP

　〃
du－RP
曲一RlP

　〃

　BrP
daFBrP
　〃

I－PR
　〃

　〃

　〃

　〃

　pR

モ←プ皿a岬e

　　　　工ight　red．dish
淡牡丹色　　　purpエe

　－　　　　COSnユOS

　＿　　　C1Oyer

桑染色PmsyPu「PIe

すおう色　9arnet

暗紅色C1a「et

ぶどう酒色b甲gundy
　－　　　　　　rOSe工narie

　　　　a皿aranth
　　　　　　　　rOSe

21－16－4

22－16－5

　－15二6

　－17－5

2ろ一17－6

　－16－6

　－14－6
　－1ろ一6

　－12－6

24－17－4

　　－5

　－14－4

　－13－6

　－12－6
－1さ一3

　－11－6

　　－5

　－1ト6

　　一ア

　　ー8

　－16－6

　　一ア
ー15－7

品種
数

2
1
2
1．

2
／2

7
1
25
1

1
1

2
5
9
4
8
6

33

2
1
1
4

11

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃
　〃　’。

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃
Pink

　〃

　〃

　ク

　〃
Orange

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

Yeuow

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

G・蝸y

　〃

　〃

註：

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　．〃

de－pR

　1－R

　　〃

　　〃

　　〃

　B
　　〃

　　〃

d．e－R

　　〃

1－yR
　　〃
　平R’

　〃
　pPi
　〃
　Pi
　〃
pa一」PPi

　1－rO

　rO

　〃

　〃

　〃

　〃
　0

1－yO
　rY

　〃

　〃
　Y

　〃

pa－Y
　〃

　〃

du－Y
I－p－gr

y－9r

gr－W

紅梅色cerise　　　　－85
　　　　　　　　　　　　　－g　4

　　　　　　　　　　　－14－6　4

蕪　色strawberry　　－721
紅色rosecamme　－820

　　　　　　　　　　　　　－g36

　　　　　　　　　　　　　－10　4
あカ）ね色　card－ina1　　　－13－7　9

　　　　　　　　　　　1－17－6　6

　　　　　　　　　　　　　－7　8

バラ色rose　　　－16－73
淡紅赤色　rose　red　　　　一一8　41

　　－　　　　　9eraniunユ　　　　ー　15－9　34

紅赤色crj皿son　　－14－g56
赤色c趾皿i皿ered1．5－14－1081

　　　　　　　　　　　1－13－9　8
　　　　　deepえんじ色　　　　　　　一13．5－9　9
　　　　　　Carn11ne
さんご朱　cora1red　　2－17－7　1

　　　　　　　　　　　－16－815

　　　　　　　　　　　－15－7　4

緋色scar1et　　－919
　　一一　　　　〇rchid　Pink　24－　18－4　14

石竹色rosep血ユk　　　52’
　　　　　SanfranO
とき色　　pi．k1－／9－412
ピ；／クb画bypink　2－19－52

　　　　　　　　　　24－　18－　2　　5

赤香色Peach．　3－18－4．51

黄丹㌻器叢工三㎝3．5－16－77

　　　　　　　　　　　　　－8　1
　　　　　　　　　　　二15－7　6

　　　　　　　　　　　　　－8　6

朱色Yer皿i五ion2．5－15－812
かや草色　　　一　　　　4－17－6　1

　－　　　　　aPricot　　　　5．5－18－5　　2

　　　　　Cadiu皿
黄色　　ア。5－18．5－511　　　　　　yeuOW
　　　　　chro皿eうこん色　　　　　　　　　　一634
　　　　　　ye11qw
　　　　　aprユcot
卵色　y．11・w6・5．1愉52
カナリヤ色canary　　　8－19－556

　　　　　　　　　　　　　－622

蒸栗色cユtmsyeuow　－19－255
　　　　　　　　　　　　　一ろ21

　　　　　　　　　　　　　－437
　－　　　　Prinユrose　　7．5－18，5－4　　5

　　　　　　　　　21　－18．5－／　　2
　　　　　0YSter利休白茶　　｝　　　　　8－19－171
　　　　　　　whi亡e
　　　　　　　　　　　　　　20

1＝1ight，pa二paIe，du＝duu，de＝deep，da＝dark，
gr二gray　or　gfayish



分　類

色　名

1－bP
　　bP

de－bP

　1－P

　　P
d－e－P

　1－rP

　　rP

de－rP

pa－bP

du－bP

da－bP

pa－P
du－P
da－P
gr－P
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第き表分類色名とその色彩三属性

1－RP
　　RP

de－RP

pa－RP
du－RP
曲一RP
gr－RP
　＿lBrP

曲一BrP

1－pR
　　P耳

de－pR

　I－R

　　R
dle－B

1－yR
　　yR
d．a－R

pa－R
du－R
gr－R
　pPi
　　Pi
PトPlPi

p批一Pi

　1－rO

　　rO
d＝a－r0

　1－O

色　　　相

　番号

19

19

19

20，21※

20．21

20．21

22※

22

22

19

／9

19

20，21，22※

20，21．22

20，21．22

19，20，21，22

23※

23※

2ろ※

2ろ，24※

23，・※24※

23，24※

23．24

23，24※，1

23，24※，1

24※

24※

24※

　1※

　1※

　1※

　2※
2※

　1
＜
　2

1争2

1，2

1，2

24※

1※夕2※，3※

24※

1，2，3

3※

3※

ろ

4

明　　度　　彩　　度

番号程度1番　号
15．16

12，／3．14

　11

15，16※

12，13．14

　／1

／5※，16※

15．14

11．12

17，18．19

13，14，15．16

11．12

17※，18，19

1ろ，14，15．16

／1，12

く／3・14・15・

16，17

16※，17※

14※，15

12※，13※

17，※18，19※

14※，15※，16

12※，13※

14，15コ16．17

12，13※

11※

局

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

中

〃

〃

〃

〃

〃

低

筒

〃

〃

中

〃

〃

低

〃

〃

／6※，1ア※高

14※，15※　　　〃

13※　　　　　〃

／6※，17÷※　　　　〃

14※，15※　　　〃

13※　　　　　〃

16※，17※　　　”

14，15※　　　〃
＜12，13　　　1中
13　　　　＼高
17　　　　　中

14，15，16　　　　”

14，！5，16，17　｛氏

18※、19　　中

18，19※　　　”

18※，19※低
／8，19　　　　〃

17，／8※

15※，16※

14

18

局

〃

〃

〃

4※，5

5※，6※

2，3，4，5※

6※，7

6※，7．

6※，7

3※，4※，5※

4※，5※

4，5※，6※

2，3※

5※，6※

6※，7※，8※‘

6※ラ7※，8※

　7，8※

6※，7※，8※
7，8※，9※，

く10然

　9※
6，7※，8※

　7※，8※

　4※，5※

4※，5※，6※

　2※，ろ※

5※，6

7※，8※

一33一

O 4※ 16，1ア※ 高 5，6※，7

曲一〇 4，5 ／5 〃
一

1－yO 5・※ 18※ 〃 5※

yO 5 16，17 〃
一

p軌一rO 3 17 中 一

du－rO ろ 15，16 〃
一

pa－O 4，5 ／9 〃
一

du－O 4，5 17，18 〃
一

1－rY 7 19 高 一

rY 7※ 18※ 〃 5※，6※

da－Y 7，8 17 〃
一

Y 8※ ／8，／9※ 〃 5※，6※

pa－Y ア，8※ 19※ 中 2※，3※，4※

du－Y 7，8※ 1ア，18※ 〃 4※

1－p－9r
く19・20・21※22，2ろ，24

17，18※ ’
1※

Y－9r 7，8※ 19※ ・
1※

gr－w 一 一※ ｝ 一

　　　　　※：観察された関係番号

　　　　　　　　緒　　　果（附表）’

t調査記載された色彩について分類色名（表1，2，3，図1）

により分類してみると次のようになつた。

　I群一主要色相の珊（bP）一，2⑪lP（y）｝，酬P），塑（r二P）

の群で分類色名による紫系（表2）に入る色群である。

これを彩度の面から検討してみるに高彩度（図1）のもの

としては，分類色名による色相囲の1ight　purpie（表3）オ

22の1ght　redd　sh　purユ）1eの二区分に属するものが観察

されたがいずれもその例は極めて少かつた。中彩度以下

のものとしては分類色名のユ）ale　purpヱe，五ight　purp1三sh

9・ayに属するものが観察されテこ。これら色名は色相釦、

刎，22中に夫々同一名のものがあるが，観察されたもの
　　　　　　　　　　　　※
は囲に属するもののみであつた。次に明度については全

て度数／5以上で淡色系統のもののみであつた。

　I～皿群一中間色相鴉（RP）の群で分類色名による赤

紫系に入る色群である。これを彩度の面から検討してみ

るに高彩度のものとしては分鎮色名のught　red　purp1e歩

㌃弘，deelバp．の三区分全てのものが観察された。

中・低彩度のものはいずれも色相24に於て同一色名のも

のが共通してあるが色相23のものは観察されなかつた。

次に明度については度数の高いものが多かつた。

　皿群一主要色相の錦（PR）…（R），墾（yR）の群で分類

色名による赤系に入る色群である。先ず踊⑦R）につい

てこれを彩度の面から検討してみるに高彩度のものとし

ては分類色名のユニght　purl）Iish　red，皿r．，deeg皿r。の

三区分全てのものが観察された。中彩度のものとしては

※田口柳三郎致漫の私信1仁より，460叩よP短渡側の色
は、測色に間違：！埴起しやすいことを指摘されている◎

今後重1c検討ま加えたい◎
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分類色名のPa1eredpurpユe，duur．工λ，d肌kr．皿及

びピニ／ク系統に入るpurp1ish　p三nkの全区分のものが観察

された。低彩度のものとしては分類色名のピニ／ク系統に

入るpurp1ish　pin－kのもののみ観察されたが，その例は

高・中彩度のものに比べ塵少であつた。又明度について

は／5以上が多く淡色系統が多かつた。

　胆）については高彩度のものとして分類色名1ight　red，

工．，deepLの三区分全てのものが観察された。中彩度の

ものとしてはピンク系統に入る分類色名のp…皿kに属する

ものが観察されたのみで低彩度に寓するものは観察され

なかつた。叉明度は14以上のものが殆であつた。

　碧（yR）については高彩度のものとして分類色名の1ight

Te11owish　red，y．Lの二区分に属するものが観察され

す三。中彩度のものとしては色褐涌と共通色名であるピ／

ク系統に入るp：nkに属するものが観察されたのみであっ

すこ。明度は15以上のもののみであつた。

　皿群一主要色相の蓄（rO），確（O），5（yO）の群で分類色

名による橦系に入る色群である。先ず菖（・O）については

高彩度のものとして分類色名のIight　orange，redd二sh

○ヱ狐σeの二区分に属するもの，帆O）についてはoIangeの

み，5（yO）ではught　yeuOw三sh　orangeのみが観察され

た。中彩度以下のものについてはいずれの区分に属する

ものも観察されなかつた。叉明度につ1、・ては各色相の基

準色及びそれ以上の度数のもののみであつた。

　1Y群一主要色相の7（rY），8（Y），9（9Y）の群で分類色

名の黄系に入る色群である。7と8に属するもののみが

観察されたが，先ず7（rY）については高彩度のものとし

て分類色名のredd三sh　ye11owのみが観察され，中彩度以

下のものは観察されなかつた。8（Y）については高彩度の

ものとレて分類色名のye11owに属するもの，中彩度のも

のとしてPa1e　yeuow，duu恥に属するもの，灰色系統

のものとしてye11OW三Sh　gray，無彩色系統のものとして

graアish　whiteに属するものが観察された。叉明度につ

いては全て／8以上のもののみで極めて高かつた。

2．色彩構成要素からみた外弁色と内弁色との関係

　糺単色花群一タト弁色・内弁色の全て単色彩のみで，

模様色を有しないものを単色花群とした。これを上記の

分類色花群毎に花弁の内倶唖とタト側の色に分けて明度・彩

度関係を比較険討してみると次のようであつた。

ム田黄邑花群一花弁の内側色については淡明色に属する

色彩を有する花はその明度・彩度の度数に関して一般に

外弁色≧内弁色の爵係を示し，花色が濃くなるにつれこ

の関係が逆のものが多く観察された。タト側色については

か㌧る関係は内側色程に顕著ではなかつたが，大体同様

の関係がみとめられた。次に内側色とタト側色とを比較し

てみたところ淡現色花ではタト側の色が内側の色に比べ明

第6号ム　（1958）

度・彩度共に高いものが多く，黄色の程度が濃くなるに

つれか㌧る関係はくずれ内夕卜同一色調を呈するものが多

くなる傾向がみられた。

　b。赤色花群一内側色については夕卜弁・内弁共に明度・

彩度の度数同一である場合が殆でタト弁色と内弁色め間に

差の見出されるものは極めて少かつた。か㌧る関係はタトー

側色についても大体同様であつた。次に内側色とタト側色

とを比較してみたところ殆どが彩度等しく甲度関係に於

て内側色＞外側色の関係を示した。即ち内側色がタト側色

に比べ梢々明るいものが多い傾向がみられた。

　C一赤紫邑花群一内側邑，外側色共に内弁と夕卜弁の明度

と彩度とが同一である場合が殆どであつた。更に内側色

第4表色彩三厨性の差の配色関係とタト側色とを比較

複色花の型複色花の型
色相 明度彩度
差

品種

差差 数

bi－1’ 中 大 大 18

〃 中 大 中 1
〃 中 大 小 3
〃 中 中 申 2
〃 申 中 小 2
〃 申 小 大 1
〃 中 小 中 1
〃 中 小 小 2
〃、 大 中 小 1

bi－／ 小 大 大 1
〃 0 大 大 1

．〃 小 中 中 1
．〃 小 中 小 1

〃 小 小 申 2
〃 小 小 小 3
〃 0 0 大 1

bi－2，21小～0 中 中 7
〃 小～0 中 小～0 4
〃 小～0 小 中 3
〃 小～0小～0小～0 12

〃 0 大 大 2
〃 0 大 中 ／・

〃 0 中 大 1
bi－3，ろ1 小 大 小 1

〃 小 中 中 1
〃 小 中 小 1
〃 小 小～0

ノJ・

8
註：

大

中

小

色相差

8以上
5～7
4以内

明度差

5以上
ろ～4
2以内

彩度差

6以上
4～5
3以内

品種
してみたとこ一ろ明

摩と彩度の度数は

内側色＞外側色の

関係を示し，赤色一

花と同様の色調の

ものが多く観察さ

れた。

　d。澄色花群一

内側色，タト側色共

に大体同一色調を

呈したが内側色が

タト側色より梢々明

るい傾向カミみられ

た。

　e．ピンク花色

群一例数が少いの

で判つきりしたこ

とは云えぬが大体

内側色・タト側色共

に同一色調を呈

し，タト側色が内側

色より梢々明るい

傾向を示すものが

多かつた。

　f臼紫色花群一

例数極めて少くそ

の関係の推定は不

可能であつた。

　圏．複色花群一

外弁色。内弁色の

夫々が二つ或はそ

れ以上の異つた色

彩を有するか或は
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模様色を有するものを複色花とした。これには更に三型

が分類された。即ち各花弁について色相名及び分類色名

が共に異つているもの（肋一可と命名）と色相名は同一で

あるが分類色名の異つているもの（b麦一2）及び分類色名

は同一であるが色相・明度・彩度の異つているもの（b亘一

3）であつた。そして更にこれら各型が覆輸状或は吹掛状

　　　　　第5表花弁底，花糸及び菊にあらわれる色

花色群

黄色群

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

赤色群

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

赤紫色群

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

i

　　I

y（26）

br（21）

o（6）

ba（5）

b1（3）、

9（ろ）

P（2）

y＋b1（2）

br＋bI（2）

y＋ba（2）

y（21）

b1（20）．

P（4）

．w（3）

ba（3）

br（2）

y＋ba（／7）

b1→一y（16）

W＋b1（ア）

y＋P（6）

w＋y（2）

w＋P（1）

P．w．bI（1）

y（8）

ba（4）

b1（3）

P（2）

w（2）

b・（1）

o（1）

y＋b1（4）

y＋ba（1）

w＋P（1）

w＋y（1）

w＋b1（1プ

　　O
y（26）

b・（21）

o（／3）

ba（2）

b工（3）

9（1）

P（／）

y＋bI（2）

br＋b1（2）

y＋ba（1）

y（18）

bI（23）

P（4）

W（ろ）

ba（3）

b・（2）

y＋ba（16）

b1→一y（16）

w＋b1（8）

y＋P（6）

w＋y（2）

w＋P（1）

P．凡b1（1）※

y（9）

ba（4）

b1（4）

P（2）

w（2）’

br（1）

o（1）

y＋b1（2）

y＋ba（1）

w＋P（1）

w打（1）

w＋b1（1）

I
o（66）

y（2）

9（4）

b1（32）

o（23）

w（17）

y（15）

P（7）

ba（2）

y＋P（2）

b1＋y（1）

o（／4）

y（8）

w（5）

P（2）

O

O
o（69）

y（1）

9（2）

o（57）

w（／ろ）

y（32）

P（1）

o（21）

y（6）

w（2）

花　　糸
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等の模様色を有する場合にはb麦一γ，b豆一z，b亘一3’の

如くダツシユ記号を付した。今これらの三型の配色につ

いて色相差・明度差二彩度差の三関係を検討してみるに

（表4），b量一コ型の地色と模様色の間の色相差は全て中以

上であり，明度差・彩度差は大・中・小いずれの場含も

観察された。そして全体として配色関係は，色相差中，

　　　　　　明度差大，彩度差大の関係にあるものが最

y（33）

w（11）

P（2）

br（1）

夢。b夏．b昼※※

（y）　（11）

p鮒（12）

　y　（2）
（賊）（四）

P（27）・

y（17）

w（8プ

b1（4）

b・（8）

ρ．b至、b乱y
（珊．）　（27）

bξお夏（9）

w．P．w（2）

w．ba．w（1）

W（9）

y（7）

P（3）

賊。b理
（。）（の

㍑（4）

w．P．w（1）

b1（w）b1（1）

　※※※

菊

y（44）

P（24）

y（bI）（3）

P（y）（1）

P（91）

y（／2）

P（20）

y（ア）

P．b（2）
（y）

註：i＝内側色，o＝タト側色，y＝黄，br＝褐，o＝無，、ba＝黒，

　　b1二青，9＝緑，P＝紫，w＝白，十＝模様色で，斑紋型皿，

　　※＝三邑からなる模様色，※※＝p．b1．baの略で基部yで
　　　　　　　　　　　　　　　　（y）（y）（y）
　　先がp，b1，baの意，※※※＝中央部wで先と基がb1の意

も多かつた。一方この型で模様色関係にな

いものでは二色間の色相差は全て小で，．明

度差，彩度差は大・中・小いずれの場合も

観察された。そして全体として配色関係は

三属性の差いずれも小或は無なる関係にあ

るものが最も多かつた。次にb量一2，b玉一召

型については大体同様の配巴関係を示し；

色相差は一様に小或は無で明度差・彩度差・

には大。申・小・無いずれの場合も観察さ

れた。そして全体として配色関係は三属性

いずれも小或は無なる関係にあるものが最

も多かつた。

孔花弁斑紋及び裾糸・菊の色（表5・附表）．

　a。黄色花群一斑紋色に関しては先ず内

側の色について観察された色は黄色・褐色

が最も多く，その他に種々の色があつた。

叉内弁とタト弁とはその斑紋色が大体一致す

る場合が多かつたが，全体としては1Y型（無

斑紋型）が内弁に比べタト弁においてその例

数が増加する傾向にあつた。次に外側の色

については同様の傾向がみられたが内側の

色に比べ色の種類は極めて少く，ry型が多

かつた。花糸・霜の色については黄色が最

も多く観察された。

　更に内側の色と外側の色との組合せ関係

に於て斑紋色を検討してみるに72品種申
　　　　　※
（y2・工’▽2）型が最も多く2ろ品種あり，つい

で多い型は（br2・1▽2）型／9品種，（1Y2・

1’Vz）型6品種であつた。そして黄色の淡色

である花に於ては（y2・［▽2）型が多く，黄色

如湊くなるにつれて他の二型が増加する傾

向がみられた。叉花糸色と菊色については

両者とも黄色の場合最も多く（27品種中2ろ

品種），ついで多い型は（y・p）型9晶

種，（w・y）型8品種であつアこ。そして

如〕・［V2：内側色（内弁色y・外弁色y），

タト側色（内弁色1▽・外弁色1Y）の略

y・P：花糸色y・請色P乃略
y：黄色，bぎ：褐色，P：紫色，賊：青色。

ba：黒色，珊：白の略
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図2　花弁底斑紋型

　　　工型　　　　　皿工　　　　皿型

　　記載表現例：Ib工1＝工型で紋色青の意

　　　　　　　　皿y二豆型で紋色黄の意
　　　　　　　　皿y＋pζ皿型で模様色黄，地色紫の意

（y・y）型は黄色の濃淡に殆ど無関係に一様に黄色花群中

に観察されたが，（いy）蟄は淡色花に多く，（y・功型

は濃色花に多く観察されす二。

　b。赤邑花群一斑紋色に関しては先ず内側の色について

観察された色は青色が最も多く，黄色がこれについだ。

内弁とタト弁とはその斑紋色が一致する場合が多かつたが

全体としては青色が内弁に比べタト弁においてその例数が

増加する煩向にあつた。次に外側の色については内側の

色に比べ色の種類少く，叉全体としては1Y型及び黄色が

内弁に比べタト弁においてその例数を増加する傾向にあつ

た。花糸・菊の色については紫邑が最も多く，黄邑がそ

れについで多く観察された。更に内側の色と外測の色と

の組合せ関係に於て斑紋色を検討してみるに，特に多く

観察される型は見出されず，11ろ晶種中（bIグ1▽2）型9

品種，（y2－y2）型9品種，〔（bユ十y）2・1V一〕型5品種，

〔（y＋ba）三・y1V〕型7品種が中でも多く観察された型で

あつた。叉花糸色と菊色とについては両者とも紫の揚合

最も多く，11ろ品種中28でついで多い翠は（y｝型／1品
　　b1”種，〔（wジp〕型／8晶種，（ba・p）型8品種であつた。

　C。赤撃色花群一斑紋色に関しては先ず内側の色につい

ては黄色が最も多く，黒色がそれにういで多く観察され

アこ。内弁とタト弁とはその斑紋色が大庫一致する場合が多

かつたが，全体としては黄色と青色が内弁に比べタト弁に

おいてその例数を増加する傾向にあつた。次にタト側の色

については内側の色に比べ色の種類少くラ叉全体として

は1V型が内弁に比べタト弁においてその例数を増加する煩

向にあつた。叉花糸の色は白及黄色，菊の色は紫及黄邑

が多く観察された。更に内側の色とタト側の色との組合せ

関係に於て斑紋色を検討してみる1ビ晶種例数が梢々少く

余りはつきりしたことはつかめなかつたが28品種中（y2・

y［V）型3晶種，（ba？・1▽z）型3晶種が最も多く観察され

た型であつた。又花糸色と菊色については（y・P）型4品

種，（恥P）型4晶種，（w・y）1型4晶種が多く細察され

た型であつた。

　以上の如く三花色群について観察された色彩は大体三

花色群に共通して観察されアこもので，叉その出現頻度に

ついても三花色群間に余り大きな差は見出されなかつ

た。只模様色状態を示す斑紋色型（第皿型）の出現の様

子については黄邑花群と他の二花色群とで梢々異つた、

即ち黄色花群で極めて少かつたこの第皿型が赤色花の赤

色度の増加するにつれ多くなる傾向がみられたことであ

つた。か㌧る傾向は花糸色と菊色との関係に柏いてもみ

られ，黄色花群に少かつた紫色gものが奉色花の赤色度

のタ甑口するにつれ多くなり争更に青・黒色ρものさえ多

く観察された。

　　　　　　　　　考　　　察

　花色を色彩学的見地から検討する場合配色に関する問

題が起る。この点を今回得られすこ調査結果について検討

してみるに、先ず色相に関してチュドリツプでは11個の

ものが観察され，その申で最も多く観察されるものはY，

R，PRであつた。そこで今この三色相を申心にして明

度由彩度とあわせて配色的調和を考えるならぼ，種々の

組合せが理論的に考えられる。一方現存チューリツプ品

種中本調査で得られた複色花群について検討してみるに

市場声価の高い品種は色彩三属性の配色的調和度高い色

調を有する品種で例えば晶種1Ke五ZerS　KrOOnはその育成

後200隼以上を経ると称せられるが，今日猶この晶種に優

るものが無いときえ云われている。その一因として，こ

の晶種の有する黄色と赤色とからなる模様色にみられる

配色関係の優秀性が考えられる。叉近年新しい品種にか

かる色彩配色を敢り入れた例を多くみるようになつすこ、

このようにチュFリツプにあつては黄色系（Y）と赤色系

（R，PR）との配色関係は現存色相以外の新しい色相を保

有する品種が出現するまでは最高の色彩調和を示すもの

と考えられる。

　更にBとPRとの組合せの如き色相差の少い花色を有す

るものにあつては，色の対比現象が問題になるであろう、

即ちこの現象は明度・彩度の二属性との関連において考

慮されねばならず複薙であるが，か㌧る心理的要素も花

芭検討上重要な問題と思われる。

　次に単色花群について考察してみるに複色花群と梢々

異なる考え方が必要ξ思われる・即ちこの際の花色は植

物体全体からみてその中の一配色要素として考えねばな

らぬ。即ち葉色の緑と花色との関係である。この緑は赤、

色系の色とは補色関係にあるものであ．るが，花弁の塊色

としては全く見出されないものである。葉色1亨ついては

未だ詳細な調査は行つていないが，かなりの晶種間差異

が見出されているので今後か㌧る見塊に立つて最も配色

調和度の高い花色と葉色との関係を頭査せねばならぬ。

　叉チュHリツプにあつては花の内部の色が花色構成上
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重要な役割をなしている。郎ち花弁底にあらわれる斑紋

或は花糸・菊の色によつて形成される配色関係の検討も

充分なされねばならぬであろう。これらの配色関係にお

いて補色関係にある紫青色と黄色のものが多く見出され

たことは興味あることと思われた。

　以上の考察は育種にあたりその花色に関寺る新目漂を

設定するにあたり考慮されねぱならぬと思われることで

あるが，更に実際に新花色育成にあたつては花色の形成

機構も串かにされねばならぬ。これに対して今回の調査

で判明したところの，特走花色（青・黒系の花色5の出

現頻度が黄色花と赤色花とで異つたり，或は同一花色に

あつてもその花色の濃淡により花色の出現頻度が異つた

りしたという結果は母本選定上の参有資料となるものと

届）つオλる。

　か㌧る推測とそれに対する実験とは今後化学的業績と

結びつくことにより更に多くの成果を期待できるであろ

つ◎
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教授に感謝の意を表す。

　　　　　　　　　　綜　　　読

　チユPリツプ；百数十晶種を用い花に関する色形質に

つき色彩学的分類を行い、あわせて花色の配色につき育

種学的考察を試みた。

（1）観察された色相数は11であつたが，そのうちY，R，

　pRが大半をしめた。

（2）色彩は淡。明色のものが多かつた。

（3）黄色花は内測の色（雄・雌芯に面した所の色）よりも

　タト側の色が明度・彩度が高く，赤色花ではこの関係が

　逆のものが多かつた。

（4）花弁底斑紋・花糸。菊にあらわれる色は黄色花にあつ

　ては，紫青。黒色少く単純で，赤色花にあつてはその

　逆で複雑になり，模様色が多くなる傾向がみられた。

（5）花色に関する育種に際しては配色に関する充分な配

　慮が必要であることを考察した。
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Th・・i皿・fthisp・p・・立・t・s・w・y独鯛p・・t・f

fヱower　co1or　of　conside閉bユe　i皿portanceもo　both圭⊥o－

ricuIturist秘ユd　breed．eL　The　subject，㎜．ore　oyer，is　one

oithefou1ユd。皿ent・1血Yest三g・tionwhi・hoc㎝p主es畠

centra1　position　in　也he　iudging　of　f1owers　鋤s　a

who1e　I亡1s　he1d　that包woIk　such　as　th1s　shouH

拓nd　to　be　Prac虹ca1i口　out1ook　刎ユd　it　shouユd　1e泓d

t…　w三岬・・tig割ti・鵬丁・th三・・na狐坤・1皿pth・・

beennユ。detos．toutso皿・ofthe1ea砒gia脇s
蝸1・tユ・gt…胴y1㎎打・w・…1・・s，狐dt・ヱ11・st蝸t・

P・・愉・・…1t・th・・f・・6・hi…dby・笠・・七・・狐p－

1es．

　The　one　of　the　working皿ethod－s　is　co1ori皿etri¢

亘舳・，伍…　th・ヱ…W・d・nth…1…｛且・w・・

P。・t・狐ddi・・・…dth…1・・h・・皿・・y・古地・p舳

o｛▽1ew　upon　bIeedユnσs

Inthi・p・p・・ith・・b・・nd・皿…t蝸t・いh・いh・

nu】皿ber　of　hue　obserYea　血ユ　perianthiunユis　e1eyen

釧1d皿ost　oi　a11　is　the　hue　“Red”，　“Ye11ow”，　and。

・P・・p1ユ・hR・d”A・db・th1・皿皿…七y狐d・・t…尤1・n

of　these　hues　are　higer，工e．the　f1ower　of　pa1e　a皿d

11ght・・1・・i・i・皿・1・ヱit篶O・f・・th・・狐・1y・三・・P・ト

p1i・hb1・…b1劃・k・α・・t・k・・hig…pP・孤独・・五・

reddish　f1owers　than5皿ye11owish皿ower民

　On　the　other　hana　the　variety　won　best　虹皿e　in

皿。、k．t。．h孤。th．d。皿i・狐・y・1・・1・・h・・早・・篶

、虹ユd。。th。。。th。。w五11i・・枇・t・’狐i皿q・王・y…h

。・w・皿・y皿・・ti岬・・虹g・t・狐d・・p・ぬ・・t・・b…一

ding　o王the　tu1ips　ha▽ing　the　coユoエharnユony。
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（附表） チュ←リツプの花の色形質一覧表

晶種

番号

90

144

145

63

1ア0

226

177

8
4ア

94

124

142

／62

ア／

82

119

1／4

12き

136

228

／63

／8

16

17

15ア

／58

／64

220

13ア

84

／ア2

188

87

花　　　弁　　　邑‘

i O

　I　　　O

gr一下v　　＜　9r－wτ

gr一、v　　＜　9r一、v

gr－W＜Y－9r

gr－WアくY－gr

gr－w；

gr－w二
gr一、平　　＝　　　　十一G）

g卜w＝
g卜W　＝Y－9r
Y－9r‘　＜　Pa－Y

Y－9r　くP＆一Y

Y－9r＝

Y－gr＝

Y－9r　　〈　Pa－Y

Y－9r＝

Y－gr　　＜　Pa－Y

Y－9r＝

Y－gr＝

Y－9r二

Y－9r　　＜　Pa－Y

Y－9r　　＜　Pa－Y

Y－9・＝　↓（G）

※Y－9r　二　　　　十（G）

xdu－RlP　xdu－RlP
Y－9r　　＝　　　　→一（G）

Y－gr二

pトY二．
P・一Y＞P・一寸

pa－Y＝

pa－Y＝

pa－Y＝

PトY＝
pトY＝
pトY二

磯・1・
＜

＜

＜

く

く

＜

’
く

＜

く

く

く

く

く

く

＜

＜

〈

＞

＞

gr－VアくPa－Y

Y－9r　くPa－Y

Y－9r　くPa－Y

Y－9r　　＜　Pa－Y

Y－gr　　＜　Pa・一Y，

Y－9r　くPa－Y

gr－w＝　十（q

Y－9r　くPa－Y

Y－gr　＜Pa－Y

Y－9r　くPa－Y

Y－9r　くPa－Y

Y－9r　くPa－Y

Y－9r　　＜　P包一Y

pa－Y　くPa－Y

Y－9r＝

Y－9r　くPa－Y

Y－gr　　＜　Pa－Y

Y－9r　＜Pa－Y

－Y－9r＝

Y－9r　　＜　Pa二Y

・・一・・著オ姐）

・一…　Paオ、）

Y－9r　　＝　　　　→≒（G・）

×d．u一』≡己王）　　×du・〕≡己P

Y－9r　　＝　　　　→一（G）

Y－9r＿
XpR　一
・・一・くpa⇒、）

pa－Y＝

pa－Y＝

pトY＝
Y－gr　＜Pa－Y

Pa－Y＝

pa－Y　＝　　十（G）

pトY＝

配色型

※※

bi一ろ1

bポ1’

。：と。一RP

bi－／’

花弁底斑紋色
i　　　O．

・1・
皿1工）　　1▽

皿1y＝

皿’y＝

皿’y＝

皿’bヱ十b1＝

皿・ポ＝

ry＝
皿’y＝

皿1br二

皿br干

rb1＝
皿！y＝

皿！y一トba　　エY

ry＝
皿伽＝．

皿’br＝

皿’y＝

rbr＝
皿1y＝

rbr＝
皿9〒
ry＝
ry＝
皿1y＝

ry二
皿・b。　命

皿1br　　l▽

正V　　＝

皿仙＝

皿1br＝

正’bエニ

皿’ba＝

皿1y　＝

I O

r▽

［V

止Y

〔V

〔▽

工▽

IY

しY

w
［1▽

w
w
工y

1V

工y

lV

τY

工Y

〔Y

町

皿9　＝

ry　正▽
工▽．

w
〔’▽

w
工▽

工▽

工Y

〔▽

正Y

〔V

lV

花糸色

〆
（W）

W

W

W
b1’

（W）

W

W

y
y”

（W）

y1
（W）

W
y”

（W）

y

y

W
b1’

（W）

br

y1
（W）

W
b1〆

（y）

y1
（W）

y

y

y

W
bI’

（y）

b勃1

（y）

ba1
（y）

y
“τ

P
p1

（y）

y

菊色

P
y（b1）

y

y

y

y

y

y

y

y

P

y

P

y
y（b1）

y

y

y

y

y

P

y

P

y

y

P

y

P

y
．y

’
P

P

y
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品種

。番号

227

2ろ5

139

246

2／／

204

／55

繊48

49

54

93

／03

148

／60

／73

174

180

214

245

232

189

193

143

135

156

／16

2ろ0

　9

46

100

！01

108

149

159

I

花　　　弁　　　色

i

O

pa－Y＝

pa－Y＝

pトY二
pa－Y：：

PトY＞Pa－Y
　　　　＋（G）
pトY＿十PR（童）一

岬一Y＜P・一Y

Y　　－

Y　　＝

Y‘　＝

Y　　＝

Y
Y　　＝

Y　　二

Y　　．＝

Y　　＝

Y　　＝

Y　　＝

Y　　＝

Y　　＝、
Y
＋R

Y　　＝

Y　　＝

Y　　＝

Y
×R　　－
Y
×PR　一
du－Y＝

rY

rY

rY

rY

rY

rY

rY

驚1、

＞

＞

く

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞一

＞

＞

＞

＞

0

・1・
pトY＝
pトY＝一
・・一士・箒、王。

・・一・く㍍三。

pa－Y　　　＞　Pa－Y

掌訊く・ト・

×Y－9r＜　X　Pa－Y

pa－Y　　＜　Pa－Y

Y　　＞PトY

Y　＞PトY’

Y　　＝

pa・一Y　＞Pa－Y

pa－Y＝

Y　　＝

．Pa－Y＝

Y　　＝

Y　　＝

Y　　＝

Y　　＞

Y　　＝

Y
＋R

Y＋（G）＝

Y　　＝　十R

Y　　＝十（G）

Y
×R

Y－gr＝

du－Y＝

pトY＝
rY

Y
rY

rY

工Y

rY

＞Y

＞Y

＞Y

＞■Y

＞rX

配色型

bi－31

bi一ろ戸

bi－11

bi－11

bi－11

bi－1”

bガ1’

花弁底斑紋色

I

i

O

皿1y＋b1＝

・I［1y＝

皿1y＝
亙ピy＋b1‘＝

工▽　　二

rb1＝
rp＝
］工！y＝

rプ＝
rbr二
皿1br＝

I［1y＝

皿1g　・w

皿1br＝

皿9　＝

rわr＝

1V　　＝

皿’br＝

皿br＝

皿〆br＝

皿1y＋ba二

皿”y＝

I［1ba＝

皿’br＝

亙’br＝

皿■br＋bI二

ry＝
τY　　＝

皿’y二

］工1y1＝

ry1＝
皿1br＝

皿1br＝

工V　　＝

I

し▽

〔V一

工▽

工▽

ヒY

L▽

工’▽

L▽

［▽

工▽

〔▽

w
rg
工V

しY

〔▽

工▽

町

O

皿1g＝

I▽　＝

皿’y＝

［V

正’▽

圧V

じV

工y

rV

工▽

w
［V’

五Y

工V

【V

〔y

O

w

花糸色

b1！

（y）

b11
（y）

W
b11

（y）

y
b1！

（W）

P（W）

y1
（W）

y1

プ

ba”

（y）

P！

（y）

b11
（y）

y

y

y

y

y
y”

y
P！

（y）

y
φ

y

y
pρ

（W）

y

y
yl

yl

y1

y〆

プ

y”

菊色

y

y

y
’y

y
Y
b1

P

P

y

y

P

P

y

P

y

P

y

y

y
p1
（y）

P“

P

P

y

P

P

y

y

y

y

y

y

y

y
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品種

番号

花

i

I　　　O

　　　rY89
　　×da－RP－

　21　rY　　＝

176　rY　　＝
182　　rY　　　　　　＞　rY

　　rY167
　　＋yR（蛆）’

24PR、　＝

31PR　　＝

41PR　　二

229PR　　＝

34pR　　二

62PR　　＝

118PB　　＝．

120PR　　＝

50pR　　＝

52PR　　＝’

140PR　　＝

212pR　　＝

178PR　　＝

1ア9PR　　＝

248pR　　＝
　　pR　　＿　4
　　＋rY（匝）’

　　pR　　＝43＋Pa－Y（皿）

ア5PR　　＝

86pR　　＝

98PR　　＝

102PR　　＝

117PR

25PR
154PR

213PR
185PR
　　pR40＋P・一Y（伽）

　　pR60．9トW－

111PR

島榎農科大学研究報告 第6号A　（1958）

弁　　　　色

O

鰯 I　　　O

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

rY
×幽一RP一

rY

rY

rY
rY

＋yR（岨）

pR

PR

pR
PR’

pB

pR

DR

pR

1－pR

pR

pR

pR

1－PR

pR

pR
pR

＋rY（岨）

τ）R

＋Y－9r

pPi

1－PR
＋PR■（皿）

pPi’

十（G）

十（G）

十（G）

＜PR

≒PR
　＋9r－w
＜レPB

く1－PR

pa－RlP　＜　1－pR

pPi　くPR
pPi　＝

pPi　＝

pa－PPiくPR

p盆一RP＝
pa－pPi＿
十pa－Y－
pR．9。一W＝1凪

pa・一R王）＜　1－PR

配色型

bi－1’

bi－11

一bi－1’

bi－／’

b五一I2

b兵一31

bi－2

bi－2

bi－2

bi－2

bi－2

bi－2

bi－2

bi－1’

bi－11

bi－2

花弁底斑紋色
i

I O

皿1ba＝

ry　＝
皿”ba’　　皿’br

工y　　＝

皿’br二

Ilb1＝

Ib1　＝

皿1p5＋y＝

皿y＋b1＝

皿y＋P二

皿y＋P＝

Ib1　＝

皿1w＋b1＝

皿”p．w．b1＝

皿’w＋b1！＝

皿1w＋y＝

皿1b1＋y　皿’b1

IbI　＝

皿ba　＝

皿y　　皿1b11＋y

皿1b1×Y＝

皿1p＋y＝

Ib1　＝

Ib1　三

工b1　＝

Ib1　二

皿’P　＝

皿1b1”十y二

Iピy　＝

皿’下プ　＝

工W　＝

皿1W＋y＝

皿’W　＝

皿1y＋P”＝

O

・j・
IV

工y

w
［V

rV

皿1ba

皿1p

ry

皿1y

し’V

皿1W

皿y’十b11皿w

皿1y＋P～　皿y

皿”y＋P’　皿y

I▽

皿’y

］I’b1

τ▽

皿1W

ry
工V

τV

皿！W

w
皿1W

I▽

皿1b1

皿’b1

工V

皿’W

皿1y

皿’W

w
皿1W

皿！W二

皿’W＝

〔V　　＝

工▽

1V

ユy

正▽

工V

江V

τV

花糸色

ba1
　（y）

y

y

y

y

P

P

y

P

P

P

P

P

P
b11
（W）

y

w

P
ba”

　（y）

W
b1
（W）

W

P

P

P

P
WP　W

b1！

（W）

b11
（W）

y1
（w）

w
プ
（W）

P”

（w）

b1’

（W）

菊色

P

P

P

y
P・

P

P

P

P

P

P

P

P

P

y

P

y

P

P

y

P

P

P

P

P

P

P

P

P

y

P

y

P
，P
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晶種

番号

242

243

36

249

171

42

45

61

76

112

247

107

133．

169

181

208

1
2

3
1
1

12

38

44

106

187

225’

69

79

81

85

115

121

151

67

花　　　弁　　　色

i O

I O 麟 ・1・
pR　　＝

一一9r一、v（亘皿）

pR　　＝
一←9r一’Vア（匝巨）

de－pR＝

de－pR＝

1－PR（到　＞　Pa－RP

1－PR（重）＝

玉一pR（麦）＝

1－PR（量）＝

トPR＝
1－PR二

1－pR＝

R

B

R

R

R　　＜R
皿

R

R

R

R

R
，R

R

R

R

R

R

R

R

R

R
R
lR．

＞

＞

＞

pR　　二
÷←9r一下v（旭）

pR　、＝
十9r－W（触）

dトpR＝

dle－PR＝
・ト・・i一睾芯

1－P瑚二者㍍乱）

レ・・一睾、、

1一・瑚一｛戚魍）

pPi　＝

pa－PPi＝

pal－RP　＜　1－PR

R

R

R

R
R－

R

R

R

R

R

R

R

R
R

R

R

B

R
R

R

B

R

R

配色型

bi二11

bi－1ρ

bi一γ

bi－11

bガ1’

bi－11

bレ2

bレ2

bi－2

花弁底遠紋色
i O

・1、・1士 O

皿1y＋b1　皿1yxb1

皿1p’十y＝

皿’y＋ba皿1y×ba

皿1w＋P＝

皿1y　＝

皿”y　＝

皿1y　＝

皿1y　二

皿二W＝

rP　：：

皿”b1二

皿ケ十ba1＝

皿’y＋ba＝

皿1y＋ba二

皿1y＋b11＝

皿’y　＝

皿y＋ba＝

皿y＋ba＝

皿y

Iy　皿’y
皿y　＝

皿1y＋b11皿1yxb1

工y　＝

皿1ba×y＝

皿”y＋b1’皿1〆xb11

工y　＝

皿w＋P＝

皿y＋b』

皿w＋b1＝

I’bI＝

Ib1　＝

Ib1　＝

皿’bI＝

Ib1　＝

皿’y二

皿1y＝

皿1y＝

工1p　■1w

皿1w　W

正V　　：：

皿！wニエV

工▽　　＝

皿！y　正Y

工V　　＝

w　　二

皿1y＝

皿1y＝

皿1y＝

皿1y　正V

皿’y＝

皿’y1＋わa皿’y

皿’y1＋ba1皿’y

正”y

ry＝
ry　1V

皿1W＝

I［’y　τY

皿1y　1▽

rW＝
皿ρy＝

皿’P　W

皿’y　］Iy

皿’P　I［1w

工y　　二

皿’b11V

皿’bI　w

皿’⊥）　皿’y

皿1b1　［V

花糸色

b工1

　（W）

b11
　（W）

b1｛

　（y）

（W）

P（w

　W

y

　W

　W

　W

br
　（W）

P
ba

ba

ba

y

y
ba1

（y）

ba1
（ア）

y

y
ba’

（y）

P’

（W）

W

y
P（W）

y

P
b11
（W）

P
’b1パ

（W）

P
1）

1）

τ）

菊色

P

P

P

P

y

y

y

y

P

P

P

P

P

P

P

y

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P
下）

P

P
1）

P

P

P

P
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品種

番号

80

109

110

238

239

．240

1ろ2

97

147

15

　7

23

I37

70

73

ア7

88

92

2⊂5

22

／68

190

／9／

146

234

235

237

三50

2391

2017

78’

1⊂5

83

150

島根農科大学研究報告

花　　　弁

i

I　　　O

R　　　竈

R　　　＝

R　　　＝

R　　　＝

R　　　＝

R　　　＝

R　　　＞R

R（f）　＝

R
＋Y　　1
B（f）　＝

B
＋rY（触）一

R　　　＝
R　　　＝

一←PユーY（㎜）

R　　　＝
十Y－9r（鵬）

B　　　＝

R　　　＝

R　　　．＝

R　　　一＝
十Y－9r（2皿）

R　　　　＝B＋ηトY

R　　　二＝

B　　　＝

R　　　＝
R．　＝

一←Pa－Y（晒　）

R　　　＝

R　　　＝

R
＋Y（三独）｝

R
＋Y（圃）一

R　　　＝

de一郎）＝

1－R　　＝

トR　＝

17R　　＝

1－R　　＝

1－R　　＝

十（G）

駿1

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

色．

O

I　　　O

R　　　二

R　　　＝

R　　　二

R　　　＝

R　　　＝

R　　　二

pR　　くPR
Pi　　＜P五

R
＋Y　　I｝
R（董）　一＝　　十（G）

R
＋rY（魎）一

pRI　くPR
pPi　　く1－PR

R　　　二
十Y－9r（独）

pPi　　　　＜　1－PR

1－PR　　　　くPB＋R（独．）

pPi　　　　＞　I－PB

R　　　二
十Y－9r（胞）

rO　　＞I－rO

．R　　＝十（G）
Pi
＋R（斑）　一

1－PR　二

pa－lRPく1－PR

1－PR　くPR

rO　　　＝

rO　　　＝

R
＋Y（固）一

pa－RPく1－RP

yR　　＝yR
1－R　　＝

p二Pi　　　　＜　1T　PR

τ）Pi

＾＿R（剣二　十（G）

pPi　　く1－P］≡己

1児一RP＝

第6号ム　（1958）

配色型

bi－3

bi－2

bi－1’

bi－1’

bト3

bi－／1

b三一11

bi－2

bi－31

bi－2

1）i－／1

bト／’

bト2

bi－3

もi－1

bi－3

bi－1

bi一γ

砒一γ

bi－2

ちi－3

bi－2

biT2

bi－2

bi－2

花弁底斑紋色

I

○　　花糸色菊色

・　・1’O

皿1w＋b1＝一

工1b1’＝

Ilb11＝

Iy　＝

皿y　＝

皿y＋br

皿1y×ba二

皿1ba×y　工bI

皿1br＝

皿y　　皿’y

皿y　＝

皿1bI”十y；

Iy　＝
I［’P　＝

工b1　＝

I■b至＝

皿1b1二

皿～　＝

皿y＋ba二

皿1baぐ十y二

Iba　二

皿1y＋bユニ

ー皿y．二

皿”1）I1＋y；＝

1虹1y＋ba＝一

皿y　＝

Iy　＝
皿1w一←b1’；

皿てy　＝

皿’y→一b11；

皿1w＋b1’＝

］I！y　：＝

工W　＝

皿’b1＝

IV

工▽

〔▽

〔V

皿1y

工▽

皿’y

皿’工）

皿1y

］Ily

皿y

ry
皿’y

皿へ）

皿1b1

］I’b1

亙’b1

亙へ）

工Y

止V

工V

工Y

工Y

皿！y

皿一y

皿1W

〔V

皿y＋ba皿1y

皿’y

〔V

w
皿’y

］工’y

皿！y

〕I’ア

1I’y

しY

〔．V

皿’W＝

I［’y　工’V

I［1w　　工1V

町　　：：』

皿’W　皿1ξy

皿’W　　工Y

■1W＝

P
b1’

（w）

bユ’

（W）

ba’
（W）■

y
b1｛

（W）

b王’

（W）

ba■

y

y
ba！

　（ア）

b1

b1’

　（w）

T）’

　（w）

P
b1

P
1）1

　（w）

b泌

y　（w）

P
．b1’

　（w）

bユ

　（y）

b11
・（y）

ba，ρ

　（y）

y

y
W工）（・，

y
　P

b1’

　（W）

W’

W
b1’

　（W）

P

P
1）

P

y

P

P

工）

y

y

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

y

P

P
｝）

P

P

P

P

P

y

P



樋浦　巖：実生渕亨キるチユFリz！の育種学的研窄． 」4ろ一

品種

番号

186

236

245

1％

％

66

138

197

200

202

65

129

27

141

175

113

99

51

64

12ア

／ろ4

128

130

131

95

246

125

74

195

251

2491

241

68

184

花 弁

i 0

O

1－R

1－R

1－R

yR

yR

yR

yR

yR

yR

yR

I－yR

1－yR

1－yR

1－yB

1－yR

RP

＜yR

＜d．a－RP

くB

de－RP＝、

de－RP＝

1－RP　　＝

卜RP　＝

曲一RP＝

曲一RP＝

曲一RP＝

d．a－RP＝

d．u－RP＝

du－RP＝

d1a－BrP＝

曲一BrP＝

曲一BrP＝

da－BrP＝

曲一BrP＝

pa－RP（迂）＞Pαr　RP

pa－RP：＝

pPi　　　＝　　十（G）

鶴　・ O

〈

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

く

Pi　　　＜Pi

Pi

Pi

yR

yR　　　＜yR

yR

yR

yR
　　　　　　pa一’Y
yR　　＞

　　　　　十da－RP（。m）

　　　　　＿PトY
yR　　　　　一十yR（丘）

1－yR　＝

1－yO一＝
pR　　　＝

十1－yR（触）
lPi　　　＝

十1－ylR（固）．

1－R　　くR
→一1二y】≡己（j皿）　　　→一（G）

RP　　　＝

de－RP＝

1－RP　　＝

I－RP　　＝

1－RP　　；

曲一RP＝

RP　　　　＜　de－RP

PR　　　＝

dトRP＞de－pB
du－RP＝

du－RP＝

曲一RP＝

lBrP　　　＝

BrP　　　二

曲一BrP＝

曲一1BrP＝

・ト・・（1）一㌫等

1－PR　　　＜　1－PR

pPi　　　　＝　　　十（G）

配色型

bi－2

bi－2

bト2

bi－1’

bi－1’

bi－1

bi－3’

bi－2”

bト3’

bト3

bi－2

bト2

bi－18

bi－2

花弁底斑　紋　色・

I O

皿～w→一b1＝

皿・y＋bI・＝’

皿1b1　＝

皿ρbr　＝

皿’y一←ba　　皿bI

皿pba　＝

皿’ba｛十二y＝

血y＋b・＝

皿y＋ba＝

皿’y”→一ba＝

皿’y＋b1＝

皿y　　皿’ba＋y

皿P　　＝

IP　　＝

皿’y　　皿’w＋b1

皿’b1’→＿y＝

皿b1　＝

皿’P　＝

皿’W＋y1＝

I’b1　＝

皿’y　＝

皿’y＋bI＝

皿！y　＝

皿y　　＝

皿’w×b1＝

I’W　＝

皿ba　＝

工’ba1＝

I’ba　＝

LV　　　＝

皿’わa　＝

皿1br　＝

皿’y＋b1　皿’b1

皿ρy×b1　　皿’9

O

I O

τ▽

〔▽

1▽

皿’y

皿’ba

皿’y

皿！y

皿y

皿y

皿’y

〔Y

〔V

w
皿’y’十ba〔V

w
皿’y

正▽

皿”W

皿’W

皿’W

1y

皿！正）

皿1W

τy

皿’y

皿‘y

皿1y

皿”y

τ▽

皿IW

w
τ．V

w
工y

皿夕y

こV

皿ρy

皿’W

工V

工▽

工V

皿1W

w

「v

工V

皿！y

w

■’y

［V

［Y

花糸色

wba〉
　　w　br
　（W）

　bI

　y’

　ba

　ba1
　　（y）

　y

　ba

　ba

　P

　b1

　y

　P

　P

　W

　y

　P’

　P

　b11
　（w）

　W

　W

　y

　y

　y．
b11

（W）

　　bIl

　w

　b11
　　（y）

　ba’

　（W）

　ba！

　（W）

　ba1
　　（y）

　b＆1
　　（y）

　w

　w

　y

菊色一

P

P

P

P

P

P

y

P
声

P．

P

P

P
τ）

P

P
P〆

P
（b1’〉

y
P

P

P

P

P

P
（P’）

y
P

P

P

P
l）

y
一）

y
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品種

番号

20

58

165

126

　5

244

206

て22

花　　　　　弁　　　　　色

pa－PPi（f）二

rO

rO

rO

rO

rO

1－P－9r＝

1－rP　　＝＝

O

・麟・1・
十（G）≒

　　　＞

　　　く

pPi　　　　：＝　　　十（G）

rO　　　＝

rO　　　　＝

rO　　　　二

〇　　　　＝rO

㌫箒）く㌦忌）

ユーP

pトp

　I－P
一十Pa－Y（触）

く1－rlP

配色型

bi－3

bト1’

bi－1’

花弁底斑紋一色

I

i　　　　　　　　O

O　　　　I

皿ケ　賃

皿化a’十y＝

皿y　　＝

皿ζba　＝

巫ピba’×y＝

皿1y　＝

I’ba’＝

皿”w＋←b1’＝

．ry

〔’V

皿’y

工▽

w
正’V

r▽

［Y

註：i：内側の色，o：外倶1の色，I：内弁色，O：外弁色
　　＞　　≦：明度・彩度の度数比壷

　　（G）：緑色が残つているもの，（f）：ぼかし疾のもの

　　※：地色Y－9・でdu－RPの吹掛模様のあるもの。xは吹掛の意

　　※※：空欄は単色花を示す。

　　花弁底斑紋色に？いては，図1の註参照1

　　花糸・菊邑については，第5表の註参照

O

w

花糸色

y

y

y
br

（y）

y
b1’

（W）

y”

W

菊色

y

y

P

P
－y

P

y

P


